
2016年 9月16日

中国 欧米からの文明吸収の歴史
日本人は古代から続く日本の文明に外国（中国、欧米）から貪欲に吸収した文明を加味し

日本独特の文明を構築してきた。

奈良時代から鎌倉時代までは中国北部の黄河文明、南部の五山文明を時代を追って吸収。
室町時代（京都）には中国の黄河文明と五山文明の双方に学び、日本風にアレンジしていった。
1200年守られてきた京都（794年、平安京として作られ、1994年に世界遺産に指定）の街には、

それら独自の文明が残っている。日本人は京都に真の日本を見出している。

江戸時代に入ると、中国文明をマスターし日本固有の自立した独自の文化を切り開いていった。
世界史から見ても珍しい260年以上内乱、鎖国の下、戦争のない平和な時代が続いた。

庶民中心の文化が花開き、かつての輸入品の大半は国産化した。

明治維新後は、文明開化。欧米に追いつけ追い越せ！の国家方針のもと東京を中心に欧米文明の吸収に専念
明治から第二次世界大戦までは軍国主義、1945年の敗戦以降は平和主義で世界経済に貢献。

次第に日本独特の文明（欧米文明を吸収した日本文明）を構築している。

奈良時代 中国、隋・唐（長安）の文明（中国北部の黄河文明）を吸収し始める

平安時代 引き続き唐の文明を吸収。平安中期には吸収の程度は下がり、国風化に進む。

鎌倉時代 中国、南の長江文明（現在の杭州の五山）を取り入れる。
鎌倉の五山（建長寺、円覚寺など禅寺）がその典型

室町時代 黄河文明と五山文明を包含したうえ、日本独自の文明に昇華。

江戸時代 古代から吸収し続けていた中国文明を卒業し、日本独自の文明を構築。

鎖国の実施 キリスト教の禁止。260年以上に渡る戦争のない平和国家は世界史に珍しい。

幕府は日本全国の藩に城下町を造らせ地域の特色を生かした地方自治・産業振興
奨励した。全国にまたがる街道・海運路が開発され、江戸を中心に地方交流が盛ん
になった。
武士の教育、庶民の寺小屋での教育が盛ん。
日本の伝統文化（武家→商人）が確立した。
■茶の湯 ■生け花 ■浮世絵 ■歌舞伎 ■能・狂言・浄瑠璃 ■日本料理
■日本庭園・・・

明治維新以降は一世一元の時代であるが一括して東京時代と言える。

明治時代

大正時代

昭和時代

平成時代

明治維新以降、欧米の文明を貪欲に吸収、日本古来の文明に新しいものを加え、
日本固有の文明を構築（人口増、産業振興と軍事拡大）している。
政治（法律、議会、制度・・）・経済・教育などの仕組みをグローバルに合わせ、
充実していった。その中心が東京。

戦後、平和憲法の下、日本の奇跡の復興と高度成長は古代から培ってきた日本人
の礼儀正しく勤勉な吸収力・団結力・生産力・技術力・職人魂が実ったもの。
一朝一夕にはできない。

19世紀は欧州の時代、20世紀は米国の時代、21世紀はアジアの時代と言われる。
21世紀は多極多文明の時代、日本の出番がくる（緩やかな宗教、高い環境・
インフラ技術力、恵まれた水資源、健康に良い日本食、再生医療、秩序だった
市民生活のルール・・・・・・）日本には魅力あるソフトが一杯ある。

東京を見ると、古代から続く日本の文明の上に、中国文明、欧米文明を吸収し、
日本独特の文明を構築してきた日本の首都の姿がわかる。

東京は伝統的なものと近代、現在の革新的なものが混在している都市です。

日本固有の文明構築
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日本の変わらぬ文明
■八百万の神の国、日本
■世界最長の皇室・万世一系の天皇
■自然環境との調和、森林の保存
■木・紙の文化、技術の継承
■江戸時代までは農業、漁業、林業
中心の国家

■日本食（野菜+米+魚）、四季の変化
により発酵食品が発達

■日本人の礼儀正しさ、勤勉さ、
職人気質 教育重視
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